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　当院における昨年度の病診連携のまとめを報告する。
平成21年度紹介率は15．2％で平成20年度に比べ0．4％
減少しているが、紹介件数は3677件と前年度に比べ224
件増加している（表1）。これは紹介率の計算式上、分母
となる初診患者数が前年度に比べ2，　037件増加している
ことが要因と考えられる。
　診療科別では耳鼻咽喉科においては平成20年度に比
べ125件と顕著に増加しており、ついで内科、消化器科、
泌尿器科などが増力1］している（表2）。これは平成21年
度より耳鼻咽喉科医師の交替により、平成20年度では対
応困難であった手術・検査等が可能となったことが要因
と考えられる。また、循環器科では平成20年度に比べ
115件の減少となっており、これは平成20年3月で循環
器科常勤医師が退職し、診療体制の変更を余儀なくされ
たことによるものと推察される。
　平成21年度逆紹介率は8．0％で前年度に比べ0．7％減
少しており、逆紹介件数も110件の減少となっている（表
3）。診療惜別では小児科、産婦人科、泌尿器科などで増
力llしており、循環器科、眼科などで減少している俵4）。
特に循環器科では平成20年度に比べ342件と著しい減少
であるが、これは平成20年3月の循環器科常勤医師の退
職時に約400件の逆紹介を行っていたことが要因であり、
ひいては全体の逆紹介件数の減少につながったと考えら
れる。
　地域住民の健康に対する意識の向上を目的に市民健康
講座を平成17年度より開催している。最近のトピックを
交えたテーマを取り上げた結果、参加数が、540人と前
年度の361人を大幅に上回る結果となった（表5、6）。
　平成19年度より病院専属で2名の医療ソーシャルワー
カーを配属し、病気によって生じる生活上の様々な問題に
ついて、患者やその家族が安心して療養生活を過ごすこと
が出来るよう相談対応を行っている。相談件数は年々増加
傾向にあり、新規・継続を含め平成19年度2，510件、平
成20年度2，607件、平成21年度2，815件となっている（表
7）。相談内容として平成21年度の業務統計から、福祉制
度の利用（医療費に関する申請手続き、身体障害者手帳、
特定疾患等）に関する相談が1，315件、他医療機関、施設
への転院（退院）に関する相談が1，212件、自宅での介護、
療養に関する相談が732件と上位を占めている。
1．紹介件数
平成20年度 平成21年度
紹介件数 3，453 3，677
紹介率 15．6％ 15．2％
※紹介率＝（紹介患者数＋救急患者数）／初診患者数×100
2．診療科別紹介件数
平成20年度 平成21年度
内科 448 518
循環器科 506 391
消化器科 513 564
小児科 486 506
外科 153 135
脳神経外科 149 142
整形外科 381 340
産婦人科 329 357
眼科 169 188
耳鼻咽喉科 123 248
皮膚科 82 102
泌尿器科 107 178
麻酔科 7 8
合計 3，453 3，677
3．逆紹介件数
平成20年度 平成21年度
逆紹介件数 3，307 3，197
逆紹介率 8．7％ 8．0％
※逆紹介率＝逆紹介患者数／初診患者数×100
4．診療科別逆紹介件数
平成20年度 平成21年度
内科 441 453
循環器科 876 534
消化器科 396 378
小児科 193 257
外科 112 132
脳神経外科 188 183
整形外科 239 255
産婦人科 267 362
眼科 225 140
耳鼻咽喉科 115 150
皮膚科 48 94
泌尿器科 204 257
麻酔科 3 2
合計 3307， 3197，
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5．平成21年度市民健康講座開催結果
演題 講師
4月 尿失禁あきらめな
｢で
泌尿器科　　能中
F定看護師　関口
5，月 心・身・脳の活性ｻ 管理栄養士　酒井
6月 めまいの話 耳鼻咽喉科　渡邊
8．月 光老化の予防のす
ｷめ
皮膚科　　　太田
9月 中高年の方の痛み 整形外科　　上野
10．月 流涙症とドライア
C
眼科　　　　田下
11月 小児のインフルエ
塔Uの症状と対策
小児科　　　中本
12．月 便秘を引き起こす
a気
消化器科　　西堀
1月 脳神経外科におけ
骭穴ﾇ内手術につ
｢て
脳神経外科　瀧川
2月 姿勢は正しく 理学療法士　春日
3月 続・知っておきた
､の話
外科　　　　安念
6．市民健康講座参加人数の推移
平成20年度 平成21年度
4月 58名 35名
5月 10名 44名
6月 30名 75名
7月 9名 37名
8月 28名 49名
9月 10名 60名
10月 28名 37名
！1月 34名 24名
12月 41名 42名
1月 75名 55名
2月 16名 40・名
3月 22名 42名
総数 361名 540・名
7．医療相談件数
H20 H21
新規 782 727経過
継続 1，825 2，079
合計 2606， 2，806
入院 1653， 1，684種別
外来 953 1122，
退院後の問題 1225， 1，212・王訴
医療費の問題 647 611
福祉制度活用の問題 790 1315，
介護・療養上の問題 395 732
経済的問題 21 16
心理・情緒的問題 32 28
家族問題 3 17
就労・職場復帰・教
轤ﾌ問題
2 3
その他 32 33
8．地域医療連携室だより
発行月 主な記事
平成21年6月 ・大きく変化した市民病院の
纓ﾃシステム
E年度別紹介・逆紹介
E新任医師のご案内
E専門外来開設について
E勤務医一覧
平成21年10月・循環器科の入院・救急受け
?れの再開について
E新しいマンモグラフィ撮影
葡uのご紹介
平成22年2月 ・擁骨遠位骨折の治療成績
E糖尿病勉強会・交流会のご
?吹
E新任医師のご紹介
　医療相談係としては、今後早期に患者や家族の相談に対
応するため、院内スタッフ、また、院外の保健・医療・福
祉等の関係機関との情報の共有・支援に関する連携強化を
図り、患者や家族がより安心した生活を過ごすことが出来
るよう、体制強化に向けて取り組んでいきたい。
7．糖尿病勉強会・交流会
　平成20年5，月より14医療機関の協力を得て、糖尿病
地域医療連携パスの運用を開始している。　平成22年1
月21日に糖尿病地域医療連携パスの協力医療機関を対
象に糖尿病勉強会・交流会を開催し、5医療機関7名の
参加があった。当日は、地域医療機関から紹介され入院
治療を行なった2症例について、検査データ、所見、治
療方針、治療経過について、当院長谷川医師から症例提
供がなされた。その後、参加者からの質問や意見を受け
ながら症例検討が進められ、活発なディスカッションが
行なわれた。
8．地域医療連携室だよりの発行
　地域医療機関にむけて当院の病院機能紹介や医師紹介
などを目的に“地域医療連携室だより”を年3回発行し
た（表8）。
9．最後に
　平成22年度には循環器医師3名が常勤医師として着任
し、診療体制の整備がなされる。今後、地域の基幹病院
として紹介・逆紹介を通じて連携を促進し、地域医療の
向上と地域住民が安心できる医療を提供できるように努
力していきたい。
